
翻
介
・
議
　
趣

鐸
瓢
牽
七
讐
　
妬
澱
號
　
　
　
猟
○

美
術
に
於
け
る
癖
物
叉
㍍
鞭
が
大
灘
を
占
め
て
み
る
。
彼
の
時
代
に
は
ま
だ

ク
レ
タ
文
朔
が
渡
見
さ
れ
て
る
な
い
の
で
、
ミ
ケ
ー
ネ
交
…
明
と
ク
レ
タ
文
明

と
を
混
伺
し
て
、
口
由
な
る
植
物
文
に
ギ
リ
シ
ア
糖
瀞
の
霞
由
の
産
物
を
見

ん
と
す
る
が
如
き
（
一
八
．
　
最
以
下
）
ま
た
か
茂
の
影
．
、
、
を
瀬
々
遜
重
し
て
る

る
や
う
な
餅
顯
は
あ
る
が
、
ア
ツ
ナ
ィ
カ
式
以
後
に
つ
い
て
は
そ
の
穫
れ
だ

ぬ
観
と
探
鋸
と
は
八
ノ
日
も
充
分
に
蜘
ト
い
て
る
る
の
で
あ
る
し
彼
に
よ
れ
ば
古

代
東
方
、
殊
に
埃
及
に
見
ら
れ
る
嘗
物
文
様
が
そ
こ
よ
り
白
亜
に
移
り
、
ミ

ケ
ー
ネ
式
に
ロ
樫
穿
ス
様
式
な
ど
ノ
こ
、
帳
て
、
雪
ア
ッ
チ
カ
綱
嚇
撮
式
に
よ
成

し
、
材
料
と
し
て
は
炉
及
の
ロ
ー
ド
ス
か
ら
へ
が
て
ギ
リ
シ
ア
の
特
例
卦
つ

戸
阜
、
更
に
そ
の
猫
調
た
ろ
ア
カ
ソ
ト
ス
陸
続
を
生
如
に
．
良
る
。
そ
し
て
更

に
こ
の
一
キ
リ
シ
ア
式
繍
杷
物
ズ
酵
い
ヘ
レ
轟
ズ
ム
、
P
I
”
・
み
嘉
、
銭
、
ビ
ザ
ソ
ッ
．
・
夫

衝
、
初
期
サ
ワ
セ
ン
寒
、
．
掘
に
蓮
溝
ト
に
辿
ら
札
て
る
／
、
以
上
の
推
移
は
箪

な
る
叙
蓮
で
は
な
く
》
民
展
史
で
あ
る
。

　
μ
廷
㌧
c
あ
る
掌
り
は
，
岬
文
如
何
が
問
押
で
あ
る
が
、
瀕
簿
菖
．
レ
日
じ
く
∴
文

も
た
た
け
ば
如
．
何
程
で
も
排
が
出
，
ノ
、
の
で
ち
ジ
が
、
償
い
ド
亙
っ
て
琢
鍵

推
敲
さ
れ
し
蹟
は
融
然
た
る
も
の
あ
り
て
、
鍾
父
端
々
．
レ
一
し
て
糧
…
し
て
住
．
直

と
、
ひ
得
る
と
患
ふ
9
殊
に
伽
酬
語
に
お
い
て
は
多
．
少
の
；
日
あ
る
も
の
肖
り

と
し
て
君
）
，
津
者
の
．
野
心
の
職
，
か
察
そ
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
羨
晦
的
な
方
注

論
的
批
剣
が
唯
一
の
…
繋
適
．
ド
あ
る
と
ほ
思
は
」
る
、
敬
虐
ノ
る
継
丈
は
こ
の

調
目
よ
h
り
、
ま
た
多
大
の
』
々
法
、
湘
の
嘱
力
甲
田
に
お
い
て
詫
一
駅
へ
ら
れ
ヤ
う
し
　
ハ
鍬

八
○
調
、
冗
汽
七
闘
八
、
ζ
、
、
．
．
、
緩
『
．
謹
書
行
・
窟
《
仔
）
〔
轡
日
歳
之
ゐ
，
‘
）

彙

報

史
拳
研
究
毛
引
曾

石
｛窪

目
講
淀

｝曳

lr
！，’s

迷
史

は
も

氏

　窯mll

≦～ノ」

，；，t．T

介

　　　六

乏月

奏十
二「

逸【蓬
　　　ズへ

史患
馬匹
　　後

　　　時

　　　ごド

　　　　、

文
熱
零
史
μ
、
昌
第
一
教
雑
に
於
て
開
催

　
　
木
墨
∴
声
域
　
．
石
濱
純
太
王
氏

　
　
　
（
渉
」
　
㍗
山
嵐
治
下
氏

　
　
　
　
　
　
鰹
占
逸
史
は
も
と
の
甫
墓
総
燐
一
畑
瀬
の
外
交
事
長
で
あ
っ

た
陳
忌
避
が
h
ド
．
、
庫
爾
在
任
中
、
露
又
原
本
か
ら
，
畔
さ
せ
て
肖
ら
窪
無
し
た

も
の
で
、
　
巨
古
の
先
世
か
り
始
．
“
つ
て
浦
の
．
蕊
光
九
年
に
二
つ
覗
、
古
史
で
あ

っ
　
瀬
…
し
て
一
．
歯
凝
揖
史
の
認
わ
と
憶
転
塚
つ
ノ
．
．
．
卜
口
ぐ
太
甲
に
罵
、
エ
ル
無
調
・
イ
ン
。

菰
リ
へ
一
瓢
り
珠
数
ご
で
呂
ら
う
と
い
ふ
こ
・
ほ
か
つ
て
く
、
ズ
毛
繕
七
四
に

鼠
疋
．
下
し
た
し
㍍
こ
ろ
で
ゆ
ノ
つ
，
そ
の
後
、
陳
氏
の
　
，
丘
．
．
、
㌦
套
認
」
一
片
駕
し
た
が

　、

ｼ
使
塚
矯
目
記
鼠
巻
．
．
の
條
に
、
書
史
熟
議
の
拝
ノ
記
し
た
と
患
ほ
れ
る
條

あ
り
、
そ
れ
に
は
茅
、
の
．
．
．
交
原
本
の
題
な
「
縦
横
－
　
と
し
て
ゐ
ご
、
．
賦
の
珠
数

嘉
ル
9
7
へ
∵
イ
ソ
・
轟
サ
へ
ご
と
汚
に
な
い
。
、
ダ
楓
濫
リ
ヘ
ヵ
．
、
．
ル
ヘ
　
ハ
威

瀞
．
．
と
あ
へ
与
り
、
・
買
絃
と
接
し
、
そ
れ
を
陳
続
が
葎
費
塾
嘱
－
　
、
領
し
て
　
、
保

獄
－
　
レ
一
保
の
点
鷺
討
つ
た
3
｝
の
や
あ
ら
，

　
一
山
氏
の
紹
介
で
～
民
藩
狭
管
ほ
U
授
、
左
の
如
し
鼎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
印
　
綴
日
　
．
翠
飛
、
、
．
」
．
）

．
罵
∠
騨
磁
弐
　
飛
、
尋
昼
口
壌
ド
昌
町
蘇
　
八
幡
翻
髄
轡
聾
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二
十
繊
分
香
佳
澄
、
火
粟
癒
に
向
ふ
。
約
配
点
分
に
し
て
山
門
に
．
配
る
。
建

物
は
安
水
今
慰
轡
賊
上
被
が
修
擾
し
、
入
明
年
婦
美
英
上
磯
が
完
成
し
今
日
に

一．

D
つ
て
み
る
。
本
寺
が
懸
挙
寺
と
し
て
憧
に
．
6
鞠
す
る
の
．
は
こ
の
織
英
上
人

．
の
息
へ
．
喪
に
報
み
た
懸
肇
の
作
を
多
く
有
す
る
か
ら
で
あ
る
9
谷
殿
に
て
小
憩
．

後
、
懸
琴
及
び
統
ハ
門
弟
の
筆
に
な
る
襖
・
展
風
・
軸
加
、
犀
・
を
見
せ
て
環
く
。
今

鱒
で
の
・
．
上
な
る
も
の
を
t
P
げ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
r
航

　
、
　
q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
．
．
。
「
b
£
　
．
．
．
、
　
∈
『
＼
『
』
　
　
、

麗にれ等一一一
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第
ニ
や
七
巻
錦
鰻
號
　
一
四
二

の
他
の
一
…
臨
を
示
す
作
品
で
あ
る
。
叉
既
等
の
ド
か
ら
溝
純
た
．
釜
日
ざ
を
感

ず
る
の
は
、
娯
弓
そ
の
人
の
名
利
を
よ
そ
に
し
た
厚
い
搬
思
の
誠
の
獲
鍾
L

メ
く
か
ら
一
、
陰
も
あ
ら
う
。
既
虞
を
酷
し
香
住
〃
霞
つ
．
て
得
び
城
崎
に
認
り
温

里
芋
に
絢
ふ
。
境
内
に
て
喪
へ
茎
猟
，
掴
し
傍
の
．
石
没
を
昇
っ
て
・
蚕
内
を
乙
ふ
。

．
俘
愛
こ
て
、

　
一
、
温
泉
尋
静
起
、
一
懇

　
　
城
碕
旧
凸
型
の
．
獲
け
兄
渚
と
傳
へ
ら
れ
る
．
恵
知
目
上
入
の
こ
と
、
天
予
十
・
年
聖

　
　
武
．
天
白
．
．
．
よ
り
末
代
肉
…
襯
泉
炉
の
．
號
を
嚇
し
鼻
等
る
記
す
。

　
一
、
…
．
、
末
代
山
あ
。
￥
ハ
，
．
、
震
鏡
寺
宮
理
則
、
．
尾
公
御
．
謁
）
　
　
　
…
軸

　
　
へ
、
四
所
明
蝉
絵
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縮
．

　
　
…
、
海
北
友
竹
書
」
な
る
、
．
合
譲
あ
り
¢

等
ノ
一
．
三
見
、
本
堂
に
入
る
。
充
聞
工
爾
の
．
畢
経
人
様
斥
浩
で
纂
股
㌧
炎
々
内

議
．
一
、
ω
匠
／
「
異
に
し
秀
れ
て
る
る
。
内
議
は
居
．
天
井
の
純
然
か
し
轡
彼
式
で
鎌

倉
初
期
の
醸
式
を
保
っ
て
る
つ
。
本
瓦
＋
ご
面
観
．
｝
．
㍑
立
像
ハ
國
賓
）
ほ
秘
佛
で

．
挿
緯
を
詐
こ
れ
な
い
が
．
卜
夢
調
、
資
像
け
癬
賑
睡
．
代
の
輔
妙
な
作
で
あ
る
。
十

六
譲
騨
際
．
輻
・
も
國
．
、
．
耗
に
し
て
間
．
猿
は
普
鰻
の
痢
の
と
団
鹸
つ
た
珍
し
い
も
の

で
あ
る
．
）
恐
ら
く
醸
辞
申
期
嚇
．
ト
ム
よ
い
と
慰
は
れ
る
。
温
泉
寺
準
．
㍗
跡
し
て

　
　
　
　
　
　
へ

城
．
晴
ノ
∴
（
し
、
産
窓
に
ナ
武
洞
’
．
晒
、
め
て
久
革
擁
し
着
爵
．
㌧
画
に
木
願
寺
に
向

ふ
。
桝
　
を
入
つ
．
て
U
に
つ
く
本
い
．
」
は
流
、
…
閾
流
瀬
の
．
…
嘩
好
目
入
緑
レ
馬
の
和
由
片
折
衷

i
い
、
式
で
藁
の
る
ド
か
更
に
．
優
凄
転
な
鰍
帽
，
岐
趣
思
の
風
郭
備
…
へ
斬
畷
ろ
軽
物
昧
“
↑
緑
は
せ
た

昆
爵
、
砿
も
の
で
あ
る
、
占
丈
浄
．
．
贋
ほ
癖
漏
の
溜
合
℃
全
て
を
見
遜
す
こ
と
ほ

綴
來
な
か
つ
、
た
頑

　
　
一
、
本
戦
寺
捻
詐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
逓
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文
明
四
穴
年
忌
辰
七
月
職
読
響
高
望
花
押
▽
と
あ
り
。

　
へ
、
天
慨
十
四
年
十
月
日
松
井
康
之
書
懸
、
　
　
　
　
　
　
一
通

　
千
轄
…
佛
…
譲
受
に
醐
｝
ず
る
も
の
。

　
一
、
千
言
佛
分
輿
記
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
激
通

　
慶
長
八
年
七
月
、
㈹
六
年
海
月
、
天
正
十
磁
年
白
月
七
H
等
の
日
野
あ

　
り
。

　
　
、
朝
鮮
攻
春
節
肥
州
名
古
量
よ
り
毛
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
通

飽
寸
が
H
に
つ
い
た
。
憩
い
で
久
慈
へ
濱
に
諺
℃
ど
り
天
赦
立
に
向
ふ
ハ
、
見
事
な
砂

庶
と
松
林
を
縫
っ
て
矯
立
に
潜
く
。
天
下
の
絶
景
を
背
葉
に
し
た
智
恩
寺
に

．
至
り
、

　
一
、
醇
傳
教
大
師
筆
心
幅
靴
、
傳
弧
法
大
師
筆
心
経
　
　
　
　
　
各
一
撃

　
一
、
見
世
智
恩
寺
幹
鍬
醗
並
序
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻

　
文
…
明
十
八
年
丙
午
月
H
幹
嶽
比
侃
中
諜
桃
敬
白
と
あ
り
。

　
一
、
寛
文
九
紮
凝
…
∴
月
黒
日
付
庸
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
一
面

　
　
　
　
俄
「

　
酒
屋
の
構
況
．
を
．
申
し
宮
津
佐
五
郎
七
以
下
の
漣
署
名
あ
り
。

等
を
見
、
文
珠
堂
に
文
珠
菩
薩
、
脇
侍
善
財
章
子
、
、
擾
朋
王
纐
ハ
國
賓
）
を
狩

涌
す
る
。
極
論
評
の
盛
上
交
襟
を
も
つ
鎌
倉
時
代
の
秀
作
で
あ
る
。
境
内
の

多
寳
塔
は
上
下
南
層
繁
簡
を
異
に
し
つ
＼
繊
細
な
感
畳
を
織
込
ん
で
み
る
。

縛
患
寺
の
見
學
を
絡
へ
胃
同
打
揃
っ
て
橋
立
の
風
光
を
賞
し
つ
㌦
荒
木
珊
蕪

に
入
っ
た
。
こ
」
で
八
木
・
松
凶
爾
先
輩
の
訪
問
を
受
け
、
夕
食
後
は
松
由
　

先
輩
・
の
儒
載
線
に
於
け
る
膿
瞼
談
に
深
い
感
銘
を
受
け
つ
㌔
丙
則
先
生
を
中
心

に
愉
快
な
癌
談
が
驚
い
た
。
ハ
梅
心
身
記
）

第
瓢
臓
。
夜
が
明
け
る
と
宮
津
港
の
美
く
し
い
景
色
が
照
影
…
せ
ら
れ
る
○
挙

屡

報

．
朝
の
海
は
凪
だ
Q
そ
の
澄
内
を
遡
ぎ
禍
で
ゆ
く
漁
夫
の
姿
に
も
浦
島
太
郎
簿

説
を
甑
㎎
り
会
ふ
こ
と
少
降
．
、
こ
の
美
し
い
宮
津
に
謝
れ
て
鹿
線
の
金
圃
院
へ

向
ふ
。
宮
津
で
松
由
二
へ
木
雨
先
輩
、
舞
鶴
で
無
品
先
生
が
蓼
瀦
さ
れ
る
Q

金
剛
院
は
眞
如
法
親
王
の
草
荊
と
簿
へ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
詳
湖
は

既
に
西
副
先
生
に
よ
り
、
京
都
鰐
遺
蹟
勝
鰍
調
査
魯
報
告
第
∵
醗
に
報
告
せ

ら
・
れ
て
る
る
班
で
あ
り
、
蛇
足
を
加
ふ
る
事
に
な
る
が
、
…
鱗
藏
文
警
は
申
世

近
世
に
わ
た
る
物
で
あ
る
。
口
に
つ
い
た
も
の
を
墾
げ
れ
ば
、
箆
原
由
金
㎝
剛

院
慈
恩
寺
面
起
一
巻
は
高
養
親
薫
の
翻
擬
馬
二
河
天
皇
と
譲
へ
…
醗
門
院
脚
…
一
方

の
榔
．
買
春
の
旗
を
書
き
、
徳
川
時
代
の
爲
で
冗
文
は
蔚
記
報
告
書
に
鵡
て
る

る
。
そ
の
他
細
川
藤
孝
、
忠
沖
（
興
）
濾
署
埜
綱
ハ
篇
▽
、
燃
永
十
一
年
八
月
の

棟
札
等
が
あ
る
。

　
國
富
晃
…
累
黒
珠
”
は
一
見
し
て
廊
陀
町
薩
代
」
の
評
℃
の
と
判
る
も
の
で
H
日
下
修
理
中

で
あ
っ
た
。
本
堂
で
阿
彌
陀
如
來
坐
像
、
増
．
長
天
洋
盤
、
多
聞
天
立
像
、
金

剛
力
士
立
像
鵬
躯
、
執
金
圃
榊
立
像
、
深
最
大
將
立
…
瞭
等
を
郷
艘
、
い
つ
れ

も
國
轡
〔
、
父
憶
翼
如
洪
親
王
坐
像
に
銘
が
あ
っ
た
が
判
讃
し
難
い
も
の
で
あ
る
．
い

金
副
詞
配
を
暫
し
て
無
理
，
娼
へ
薦
り
、
地
雨
力
史
｛
徹
の
出
蜘
迎
を
晒
ん
け
て
悶
隆
山
守
へ
。

闘
隆
寺
は
寺
宇
戸
、
長
徳
年
間
の
剣
漁
矯
、
主
た
る
榔
暇
物
は
大
鋸
弾
冶
纏
…
書
物
剛
、
獄
刷

・
敏
）

　
巻
末
に

　
詩
語
蕨
院
本
一
校
了

　
建
仁
当
年
三
月
四
H
窪
慶
一
校
了

、
．
と
あ
り
鍛
倉
期
の
諺
熟
の
と
み
て
よ
い
¢
叉
鐵
倉
末
か
是
利
の
湖
…
期
と
み
ら
れ

る
附
彌
陀
來
濃
艶
、
露
。
欝
藏
讐
薩
湖
各
一
輻
郷
湖
、
翼
に
本
堂
で
雌
蕊
溺
彌

第
三
十
七
巷
第
畷
號
　
　
…
騰
…
瓢

（・圭50）
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銘
漏
＋
七
讐
妬
鰹
號

鰻
鐵

工
生
の
溺
囑
陀
傑
は
特
に
秀
作
と
は
鮒
ひ
得
な
い
が
元
亨
の
胎
内
銘
が
ち
り

こ
の
瀦
か
ら
荘
H
づ
べ
き
作
晶
で
あ
7
。

　
縁
唱
導
で
一
…
煽
先
生
、
．
U
田
先
輩
と
お
躍
れ
し
て
…
路
溝
途
し
つ
く
。

　
親
無
し
て
、
へ
・
岡
見
畑
鼠
鴛
．
し
た
地
方
は
管
の
骨
破
國
で
、
古
く
か
ら

播
紀
に
み
ら
れ
中
央
交
化
と
交
渉
．
鋭
く
、
稀
が
．
干
安
．
以
に
移
さ
れ
て
以
後
は

砂
に
響
接
．
か
礪
係
を
持
ち
、
幾
外
で
あ
め
な
が
ら
歯
内
の
取
扱
ひ
を
受
け
て

み
る
が
、
こ
の
事
は
・
鴛
地
に
史
部
駕
粗
鋼
し
て
更
に
先
”
」
の
感
ル
深
く
し
た
即

％
丹
波
の
．
文
化
は
中
奥
↓
の
．
文
化
に
准
ず
べ
・
w
．
Ψ
・
｝
う
の
の
多
い
の
は
寧
ろ
く
、
，
瞳
蹴

し
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
絡
り
に
木
挨
。
俘
に
際
し
て
、
幾
観
た
ろ
國
穀

什
・
も
頁
の
．
痔
凝
を
侠
く
誌
灯
さ
れ
た
渚
寺
、
及
び
旅
行
中
…
な
ら
ぬ
働
配
慮

に
預
っ
た
講
砕
皆
．
に
コ
し
．
．
講
ず
ろ
。
〔
野
司
好
太
撮
記
）

　
　
　
　
　
東
洋
史
談
話
倉

鱈
．
一
回
糊
會
昭
湘
＋
七
年
麗
月
…
一
＋
…
冒
ハ
金
．
欝
昆
．
覆
べ
時
値
よ
り
聖
友

一
二
に
於
て
目
響
壁
3
嬢
．
り
例
だ
：
．
羨
㍉
あ
り
。

陶
解
明
の
．
猜
騨
　
　
　
　
　
　
　
村
上
．
．
加
實
氏

掌
．
．
．
回
瑠
曾
　
昭
和
十
七
年
六
書
∴
十
目
評
議
H
）
午
後
．
．
．
時
よ
り
，
．
，
次
淀
α
，

館
に
於
て
益
の
．
厨
、
汀
談
．
惣
く
。
出
繕
老
郡
波
受
愛
城
下
一
一
十
名
、
醸
、
移
談

の
囚
容
は
鴻
こ
車
瀞
史
．
醗
バ
ー
．
べ
廻
の
遥
．
鷲

　
漸
束
演
行
唆
　
．
　
　
　
　
．
　
佐
　
伯
　
冨
氏

弟
四
朗
例
．
．
目
昭
和
壁
際
午
六
月
∴
レ
ベ
岡
寺
題
目
）
＋
後
七
薩
、
よ
り
．
毅
友

倉
鱈
に
て
聞
催
。
縛
崎
助
吹
．
裳
の
ん
．
の
講
灘
あ
り
。
出
鷹
者
、
購
村
助
教
擾

垣
下
…
一
＋
名
謁
処
典
の
諮
細
は
蜜
洋
史
研
究
に
勢
野
の
撫
．
薦
な
り
。

亨C£し0）



南
洋
を
棄
西
に
分
つ
根
昂
懸
に
就
い
て

西
洋
熱
讃
書
愈
例
曾

窩
瞬
助
敏
授

　
螺
門
倫
口
　
木
年
度
餓
翔
一
着
門
例
命
醍
ほ
議
ハ
月
L
γ
志
ハ
ロ
掃
午
後
山
ハ
蒔
・
よ
り
…
楽
友
禽
n
館
餓
溜

一
號
察
で
開
催
。
出
駕
轡
、
療
敷
擬
、
井
上
、
中
細
、
鶴
川
の
諸
講
締
以
下

十
七
名
。

　
　
、
自
由
思
想
と
纏
力
患
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
　
　
　
一
…
竃
馬
9
三
葭
曾
に
於
け
る
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
之
．
親
夫
氏

地
理
學
談
話
曾

設
営
　
　
ゐ
臨
月
志
ハ
臓
（
土
）
、
　
午
後
エ
晴
よ
・
り
實
習
室
に
着
て
開
川
擁
。
巾
操
肪
籍

コ
十
工
名
。

l　　　　h　　　　一

朝
増
水
薫
魚
猟
報
告

ノ、

ワ

イ

長
白

山

踏

複

考
古
墨
教
窒
土
佐
方
面
調
査
族
行

吉村勢
田．1：妊ヌ1こ

敬次程

市男一
個関所

　
考
霧
雛
教
窒
で
は
梅
厭
思
者
粥
導
の
下
に
鞍
懸
拾
七
年
七
月
二
日
よ
り
濡

鴻
澱
臼
に
亙
り
四
國
土
佐
地
方
に
調
握
旗
青
を
管
つ
た
。
　
一
行
は
教
授
以
下

高
階
囑
…
託
、
藤
岡
副
…
手
、
難
生
闘
名
の
計
七
名
で
あ
っ
た
。
闘
W
ち
七
月
瓢
H
皐

朝
東
都
を
獲
っ
て
宇
野
高
松
纏
由
に
て
土
佐
山
田
騨
下
単
、
海
温
香
典
郡
佐

宵
籾
…
遡
川
の
龍
河
洞
保
冷
魯
事
務
撰
に
劉
着
。
こ
㌦
に
先
着
の
梅
原
教
授
熊

彙

報

に
縣
よ
り
出
張
の
龍
溜
洞
の
鷺
ハ
見
嚢
山
内
浩
藤
棚
椰
と
會
綱
、
小
憩
の
後
旋
徽
…

に
引
上
ぐ
。

　
…
瓢
貯
ほ
朝
先
づ
由
内
教
謙
の
案
内
で
天
下
の
名
勝
瀧
…
河
洞
を
見
墨
’
し
、
遣

跳
地
の
下
見
分
を
絡
へ
て
ぞ
出
。
保
勝
議
論
積
算
糠
湖
上
に
於
い
て
保
勝
脅
保

管
陳
難
中
の
臨
空
．
殊
に
洞
窟
内
獲
麟
の
彌
生
式
土
器
の
實
滋
賀
に
強
弩
撮
影

に
か
㌧
つ
た
。
這
H
の
午
後
及
び
四
鷺
の
年
薦
午
後
に
亙
り
洞
窟
内
遺
跡
の

實
査
を
行
ふ
。
殻
跡
の
存
す
る
露
は
龍
河
洞
内
一
千
米
の
巡
箆
撒
ー
ス
の
最

終
舘
分
、
郎
ち
出
獅
に
近
い
還
箇
勝
で
、
や
㌧
廣
い
察
洞
部
で
、
出
口
に
近
い

室
よ
り
夫
々
第
…
第
鷲
第
遡
蟻
と
穣
し
て
み
る
が
、
第
瓢
案
に
は
焼
石
、
木
炭

を
…
副
し
た
蝦
…
塊
が
あ
り
、
叉
A
ノ
保
勝
會
堺
潴
…
所
に
陳
列
・
甲
の
土
器
の
並
置
せ

ら
れ
て
る
た
爽
逐
の
へ
・
侮
明
瞭
に
幾
つ
た
部
分
が
あ
り
、
窮
…
∴
室
に
ほ
獅
謂

騨
壷
と
て
稽
頸
の
畏
い
壷
形
土
器
が
附
近
を
流
れ
九
・
水
の
中
の
石
友
の
沈
澱

に
よ
り
埋
ま
っ
て
み
る
の
は
珍
し
い
。
僅
か
瓢
喪
夜
の
ス
ピ
ー
ド
調
査
で
は

あ
っ
た
け
れ
ど
も
籔
授
の
詣
導
と
保
勝
會
離
に
懸
當
局
殊
に
山
内
数
譲
の
熱

　
　
　
む

心
な
る
援
助
に
よ
り
、
暗
黒
と
澱
…
潤
の
悪
條
件
と
戦
ひ
つ
＼
か
な
り
の
成

果
を
腹
め
る
こ
と
が
畠
來
た
。
霧
土
聯
に
は
二
種
類
あ
り
寓
務
駈
「
に
陳
列
さ

れ
て
み
る
も
の
は
比
較
的
卜
し
い
や
う
で
あ
る
、
叉
先
頃
喧
痺
…
せ
ら
れ
た
独

鰻
翻
の
壁
書
敵
々
は
之
が
一
三
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
め
ら
れ
た
。
土
佐

に
は
佐
川
町
灘
南
の
鳥
の
集
山
に
藩
、
の
名
の
趨
、
織
を
有
す
る
餌
調
鳥
の
災
石

蕨
岩
が
秩
父
糸
に
接
し
て
醐
鰻
的
に
走
り
、
石
黙
諾
の
団
種
潰
跡
が
摂
す
る

こ
と
が
注
H
せ
ら
れ
る
◇
高
年
濁
喫
せ
ら
瓦
佐
瑚
狼
で
有
名
た
佐
川
町
城
痘

石
荻
洞
洩
瓢
簿
も
そ
の
一
で
あ
る
。
A
！
厨
も
一
寸
時
を
裂
い
て
佐
漁
村
…
石
屋
の
．

そ
ん
を
實
思
し
石
聯
…
蹴
於
捷
び
就
眠
墨
継
器
等
を
採
取
し
た
。

　
　
　
　
　
　
嬉
二
十
七
巷
箏
閥
號
　
　
…
四
幅
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彙
報
・
禽
報

鑑
二
十
七
巻
　
錦
臨
號

一
報
六

　
顯
鍵
梅
原
教
授
は
更
に
國
分
寺
城
・
北
江
慶
弄
塊
方
面
を
麗
察
、
素
購
し

い
古
瓦
類
を
凡
て
手
拓
實
離
せ
ら
れ
夕
凋
∴
圃
高
知
宿
に
到
嘉
し
た
。

　
繊
騰
は
朝
籏
館
に
於
い
て
川
則
信
敏
氏
特
來
の
石
剣
．
笑
種
の
撮
影
及
び
康

本
民
博
眉
露
小
の
上
灘
欝
の
文
擁
撚
薫
・
拓
の
後
或
は
故
肉
に
藩
群
臥
一
せ
ら
れ
て
る
る
小
島

融…

ｸ
博
士
を
諒
ね
藪
は
高
価
川
域
綜
　
濱
等
の
史
蹟
名
勝
を
撫
…
り
或
は
佐
崩
　
町
に

駁
四
肉
文
疲
｝
を
訪
れ
て
幕
末
維
薪
あ
志
士
、
名
士
の
潰
墨
に
饗
す
る
飽
骨
夫
々
幾

多
の
牧
…
鰹
を
牧
め
て
午
後
四
時
高
知
獲
の
夜
行
列
寧
に
て
錨
黒
し
た
。
（
及
坦

巌
壁
）

京
都
帝
國
大
通
創
立
記
念
展
覧
釜

　
照
刃
瀦
十
・
七
年
六
月
十
・
八
日
（
木
…
曜
琵
）
創
立
第
四
十
繊
閥
凹
叫
記
A
芯
B
を
脚
迎
へ
て

文
學
部
陳
列
館
に
於
て
地
礫
學
・
考
古
雛
の
各
教
室
を
一
般
に
開
放
す
る
外

國一

j
∴
果
洋
U
史
に
聡
て
は
左
記
の
如
き
展
臨
晶
を
二
つ
た
。

　
　
　
　
國
　
史
　
の
　
部

第
一
部
　
震
　
翰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
國
史
研
號
案
燐
戴
文
嘗
及
び
M
下
研
究
窺
へ
寄
託
巾
の
脚
修
寺
密
植
家
所

蔽
交
宮
中
よ
り
十
胤
鮎
を
選
ん
で
陳
列
し
た
の
で
あ
る
が
、
忽
順
寺
の
事
に

御
す
る
後
深
草
天
皇
聖
職
別
海
息
、
源
氏
物
語
乙
女
の
雀
に
画
す
る
後
陽
成

天
塁
震
乱
調
潟
息
は
、
從
來
知
ら
れ
て
み
る
如
く
聴
に
そ
の
見
撫
な
働
筆
跡

に
よ
っ
て
光
彩
を
放
っ
て
る
る
。

第
二
部
尤
艦
繋
嬢
史
料

　
蕉
傳
寺
宏
鷹
騨
師
蒙
宵
降
伏
断
願
開
白
文
、
及
び
壬
鑑
官
務
家
交
庫
記
録

串
、
元
憲
に
關
す
る
小
槻
顯
衡
の
撮
記
を
陳
列
し
又
、

　
第
…
一
部
は
武
絡
の
遺
慾
を
怨
ふ
爾
楠
木
藁
儀
謹
判
和
田
助
懸
軍
忠
歌
以
下

織
田
信
長
、
鰹
翫
秀
轡
．
武
田
勝
頼
、
毛
利
輝
元
等
の
職
業
諸
雄
に
關
す
る

史
料
を
韻
思
し
た
Q

　
勢
四
点
は
縛
局
に
關
す
る
薄
方
叢
厩
闘
係
資
凝
を
展
難
τ
、
磐
戸
時
代
の

懸
鼻
と
パ
ヌ
ビ
ャ
貿
易
に
籍
す
る
和
蘭
交
織
及
び
、
先
年
西
顯
藪
擾
が
野
方

諸
島
に
於
て
採
碧
さ
れ
た
土
俗
晶
を
陳
列
し
た
。

　
　
　
　
東
洋
史
の
部

　
當
B
「
棄
洋
人
の
酉
方
獲
展
に
關
す
る
歴
史
資
料
」
と
題
す
る
東
洋
史
研
究

室
の
陳
列
・
甲
搬
な
る
も
の
を
暴
ぐ
れ
ば
次
の
如
し
、

第
一
部
旬
奴
民
族

　
口
峡
三
族
の
澱
物
た
る
舞
纂
類
・
銅
描
獄
・
精
鈎
の
窮
協
倶
…
穣
形
以
下
、
古
需

　
に
…
兄
へ
た
る
ア
ッ
チ
…
エ
出
鱈
U
漁
撚
織
》
獅
納
歎
…
を
論
列
す
。

　
第
瓢
部
突
瀕
民
族

　
閾
特
鋤
紀
功
碑
籍
…
木
を
・
甲
心
と
し
て
、
屈
辱
の
之
に
關
…
す
る
研
究
著
韓
を

　
博
く
継
嗣
維
し
蓼
艘
に
供
す
。

　
第
嬬
…
部
　
蒙
古
民
族

　
｛
東
洋
史
研
究
室
斯
戯
の
戒
轡
思
汗
聖
鳳
日
牌
・
成
宵
惑
汗
碑
弓
木
、
宮
崎
助

教
授
所
4
5
に
係
る
ア
レ
。
ゾ
博
物
館
所
戯
の
酉
毎
蒙
古
人
將
來
綴
錦
鞍
薩

像
模
型
以
下
、
土
瓢
…
十
六
世
紀
に
葺
万
ペ
ル
シ
ア
・
ト
ル
ぞ
イ
ン
ド
●

　
ロ
シ
ア
確
守
に
覗
於
て
作
成
せ
ら
れ
た
古
露
塀
太
丁
の
糊
鍵
。
無
心
画
譜
の
㎞
圃
飾
∵
賞
廻

　
眞
等
を
陳
列
し
た
。
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會

き

報

考
古
畢
難
誌

國
災
と
國
二
階

酬
斑
錦
鯉
交
書

國
雛
院
雑
誌

國
壌
院
大
弓
薪
旧

史
　
　
　
苑

墾
　
　
　
鍛

　
　
　
禽

　
　
　
◇
愈
員
動
静

　
　
　
◇
入
　
　
鯉

窟
都
市
座
京
日
吉
斑
巾
大
跨
…
二
汲
衛
蕪
内

書
　
　
　

近
飲
回
泉
大
寄
宿
盆

碕
　
　
　
　
　
三
士
寺
爾
瞬
町
八
　
谷
喜
次
賄
方

綱
　
　
　
　
　
北
内
川
湛
分
町
一
四
蹴
　
ゆ
河
ス
エ
方

東
京
市
巾
野
観
鷺
ノ
宮
一
ノ
　
二
七
石
井
方

一
一
縣
赤
磐
郡
艘
自
村
河
田
原

　
　
　
　
　
蜘
　
　
　
　
（
以
上
六
飛

　
　
　
◇
窯
骸
贈
｛
父
換
圖
壷
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

菩
フ
嵐
、
六
、
七

哺八
ノ
五
、
七

四
回
八
ノ
鷲
、
六
、
七

　
照
ノ
践

二
〇
ノ
照

　
　
報

宇
佐
爽
武
人
既

野
崎
交
彦
気

中
三
二
柄
氏

森
田
伊
佐
炎
品

書
川
堤
苗
氏

項
聞
　
寛
氏

外
山
軍
澹
隷
介
）

「
本
管
齋
學
會

國
焚
難
文
墨
會

國
民
精
瀞
文
化
研
究
粉

國
雛
院
大
慌
難
脚
部

じ
に
ウ
　
　
し
ヘ
　
　
ト
　
　
タ
メ
　
　
ゆ
ゴ

蓋
　
歩
　
膏
嬢
房

立
教
大
摯
史
學
碑
號
室

瓢…

c
変
畢
愈

蒙無交日東東潤哲帝r｛；耽融斯人史史
閑委方螺螺擬會要鍵躁

．　隻墨研≦研籔塗撃庫雑美灘
古之化論報兜四兜事會躯徒報i誌術1誌

舐
営
ノ
六
、
七
、
八

一
蠕
ノ
穴
、
七
、
八

七
ノ
詣
ハ
、
七
、
八

九
一
山
ハ
ノ
山
ハ
、
七
、
八

　
ニ
ノ
ニ
、
蹴
、
閥
、
覧

　
二
九
、
…
ユ
〇

一
ノ
一
、
二

一一

ｵ
ノ
六
、
八

　
七
、
八
、
九
二
刊

七
ノ
ニ
、
三
旧
刊

東
京
ご
雌
ノ
一

河
禺
瞥
房

九
ノ
五
、
六
、
七

六
田

九
ノ
五
、
六
ノ
七
、
八

陽
萌
文
庫
圓
録
・
郷
四
輯
疑
記

龍：立歴歴

谷命史史
　館　學
史論地研

壇叢理究

二六七一一

九雛翼

　理六六
墾哉

　　i”

龍立iヨ歴

菱織藁

　出地研

簿黙

史
　
　
鍛
　
　
會

更
遊
・
美
術
陶
致
愈

疑
本
人
類
畢
曾

斯
　
道
　
文
　
醸

融
會
鍛
徒
融

軍
慮
纏
濟
史
墨
會

巾
央
文
化
研
究
會

帝
國
三
士
院

駅
都
哲
磯
回

北
目
佛
教
同
願
曾

束
洋
史
研
三
門

一
方
二
化
二
院

松
本
彦
次
郎
氏
、

爽
北
帯
大
文
一
回

む
か
し
の
會

蕃
　
隣
　
協
　
會

陽
　
開
　
文
　
庫

歴
史
畢
研
究
會

第
二
＋
七
巻
銘
闘
號
　
　
…
顯
七

（46：3　）


